
(57)【要約】

【課題】一操作で栓体の着脱ができると共に締込み節度

感が有って、更にパッキンの捩れを防止できる保冷箱を

提供する。

【解決手段】容器本体の内外に亘って挿通させる挿通管

２０と、該挿通管の挿通を開閉できる栓体２２とを有し

、外側に位置する挿通管外周部にフランジ部２０Ｆを設

け、該フランジ部の容器本体に対面する面は所定角度傾

斜した傾斜面を有し、栓体の有する係止片部２２Ｋが前

記傾斜面と対面するように栓体を装着させて、挿通管と

の間に柔軟性パッキン部材２３を介在させて栓体を一回

動操作によって締め込むと前記係止片部は傾斜面と押圧

し合い、該係止片部には小さく中心軸線方向の凸部２２

Ｔを有し、前記押圧し合う位置の傾斜面には該凸部と係

合する凹部２０Ｔ’を設けるよう構成する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
容 器 本 体 の 内 外 に 亘 っ て 挿 通 さ せ る 挿 通 管 と 、 該 挿 通 管 の 挿 通 を 開 閉 で き る 栓 体 と を 有 し
、 外 側 に 位 置 す る 挿 通 管 外 周 部 に フ ラ ン ジ 部 を 設 け 、 該 フ ラ ン ジ 部 の 容 器 本 体 に 対 面 す る
面 は 、 挿 通 管 の 中 心 軸 線 方 向 に 対 す る 直 交 面 に 対 し て 所 定 角 度 傾 斜 し た 傾 斜 面 を 有 し 、 栓
体 の 有 す る 係 止 片 部 が 前 記 傾 斜 面 と 対 面 す る よ う に 栓 体 を 装 着 さ せ て 、 挿 通 管 と の 間 に 柔
軟 性 パ ッ キ ン 部 材 を 介 在 さ せ て 栓 体 を 一 回 動 操 作 に よ っ て 締 め 込 む と 前 記 係 止 片 部 は 傾 斜
面 と 押 圧 し 合 い 、 該 係 止 片 部 に は 、 前 記 傾 斜 面 の 始 点 と 終 点 の 前 記 中 心 軸 線 方 向 位 置 の 差
に 比 較 し て 小 さ く 中 心 軸 線 方 向 に 凹 又 は 凸 と な っ た 栓 体 側 係 合 部 を 有 し 、 前 記 押 圧 し 合 う
位 置 の 傾 斜 面 に は 栓 体 側 係 合 部 と 係 合 す る 凸 又 は 凹 の フ ラ ン ジ 部 側 係 合 部 を 設 け て い る こ
と を 特 徴 と す る 保 冷 箱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 釣 り そ の 他 の レ ジ ャ ー 等 に お い て 使 用 で き 、 人 が 運 搬 可 能 な 大 き さ の 保 冷 箱 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
上 方 に 開 口 す る 箱 状 の 容 器 本 体 と 、 該 開 口 部 に 蓋 を す る 蓋 部 材 を 有 し 、 一 般 に ベ ル ト や 取
っ 手 を 設 け 、 手 で 提 げ た り 肩 に 掛 け て 運 搬 す る 、 所 謂 、 保 冷 箱 が 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る
。 こ の 保 冷 箱 に は 、 氷 や ド ラ イ ア イ ス と 共 に 釣 っ た 魚 等 を 入 れ て 一 時 的 に 保 存 す る 。 こ の
場 合 氷 が 溶 け て 水 に な る が 、 こ う し た 水 を 外 部 に 排 出 さ せ る 構 造 の 採 用 さ れ た も の が あ る
。 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 パ ッ キ ン と し て の Ｏ リ ン グ を 介 在 さ せ 、 止 水 部 材 （ 栓 体
） を 螺 着 し て 締 め 込 ん で 排 水 管 の 出 口 を 塞 ぐ も の が 開 示 さ れ て い る 。 然 し な が ら 、 こ う し
た 通 常 の ネ ジ 部 の 螺 着 に よ る も の で は 、 栓 体 を 何 度 も 回 転 さ せ る 必 要 が あ り 、 使 い 勝 手 が
よ く な い 。 そ こ で 、 下 記 特 許 文 献 ２ で は 、 筒 体 （ 配 水 管 ） に 所 定 角 度 の 傾 斜 面 部 を 設 け 、
板 状 の ゴ ム 製 パ ッ キ ン を 介 在 さ せ 、 栓 部 （ 栓 体 ） の 一 操 作 に よ っ て 締 め 込 ん で 筒 体 を 閉 塞
可 能 に す る 構 造 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 昭 ５ ８ － １ ６ １ ８ ７ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － ２ ０ ６ ３ ０ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
然 し な が ら 、 文 献 ２ の 構 造 で は 、 回 動 操 作 が 僅 か で あ る た め 、 筒 体 を 閉 塞 さ せ た 実 感 が 沸
き 難 く 、 不 安 に 感 ず る も の で あ る 。 ま た 、 小 さ な 回 転 に よ っ て 閉 塞 さ せ る の で 、 そ の 閉 め
込 み 方 向 に 沿 う 前 進 （ 後 退 の ） 移 動 ス ト ロ ー ク は 大 き い 。 こ の た め 、 柔 軟 性 パ ッ キ ン が 捩
れ を 生 じ 易 い 。 こ う し た 捩 れ を 生 ず る と 閉 塞 が 不 完 全 に な っ た り 、 ま た 、 パ ッ キ ン を 痛 め
易 く 、 耐 久 性 に 乏 し く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
依 っ て 本 発 明 は 、 一 操 作 で 栓 体 の 着 脱 が で き る こ と を 前 提 と し 、 締 込 み 節 度 感 が 有 る と 共
に 、 パ ッ キ ン の 捩 れ を 防 止 で き る 保 冷 箱 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 に 鑑 み て 本 発 明 は 、 容 器 本 体 の 内 外 に 亘 っ て 挿 通 さ せ る 挿 通 管 と 、 該 挿 通 管 の 挿
通 を 開 閉 で き る 栓 体 と を 有 し 、 外 側 に 位 置 す る 挿 通 管 外 周 部 に フ ラ ン ジ 部 を 設 け 、 該 フ ラ
ン ジ 部 の 容 器 本 体 に 対 面 す る 面 は 、 挿 通 管 の 中 心 軸 線 方 向 に 対 す る 直 交 面 に 対 し て 所 定 角
度 傾 斜 し た 傾 斜 面 を 有 し 、 栓 体 の 有 す る 係 止 片 部 が 前 記 傾 斜 面 と 対 面 す る よ う に 栓 体 を 装
着 さ せ て 、 挿 通 管 と の 間 に 柔 軟 性 パ ッ キ ン 部 材 を 介 在 さ せ て 栓 体 を 一 回 動 操 作 に よ っ て 締
め 込 む と 前 記 係 止 片 部 は 傾 斜 面 と 押 圧 し 合 い 、 該 係 止 片 部 に は 、 前 記 傾 斜 面 の 始 点 と 終 点
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の 前 記 中 心 軸 線 方 向 位 置 の 差 に 比 較 し て 小 さ く 中 心 軸 線 方 向 に 凹 又 は 凸 と な っ た 栓 体 側 係
合 部 を 有 し 、 前 記 押 圧 し 合 う 位 置 の 傾 斜 面 に は 栓 体 側 係 合 部 と 係 合 す る 凸 又 は 凹 の フ ラ ン
ジ 部 側 係 合 部 を 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 保 冷 箱 を 提 供 す る 。 上 記 の 押 圧 と は 、 係 合 部
の 係 合 に よ っ て も 栓 体 に よ る 挿 通 管 の 閉 塞 作 用 に 支 障 を 来 た さ な い 程 度 の 押 圧 を 言 う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
栓 体 は 、 そ の 係 止 片 部 を 所 定 角 度 傾 斜 し た 傾 斜 面 に 沿 わ せ つ つ 締 め 込 む こ と に よ り 、 係 止
片 部 は 傾 斜 面 と 押 圧 し 合 う 。 更 に 、 こ の 位 置 で は 小 さ く 凹 凸 と な っ た 栓 体 側 係 合 部 と フ ラ
ン ジ 部 側 係 合 部 と が 係 合 す る た め 、 節 度 感 が 生 じ る と 共 に 、 凹 凸 は 中 心 軸 線 方 向 で あ る た
め 、 そ の 係 合 分 だ け 係 止 片 部 と 傾 斜 面 と の 押 圧 が 低 減 し 、 パ ッ キ ン 部 材 の 押 圧 を 低 減 さ せ
て 栓 体 の 一 回 動 操 作 に よ る 締 め 込 み に 起 因 し た パ ッ キ ン 部 材 の 捩 れ を 低 減 で き 、 耐 久 性 が
向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 添 付 図 面 に 示 す 実 施 形 態 例 に 基 づ き 、 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 に 係 る 保 冷 箱 の 例 と し て の 、 釣 り 等 の レ ジ ャ ー に 使 用 す る ク ー ラ ー で あ る 。
容 器 部 １ ０ は 直 方 体 状 で あ り 、 容 器 本 体 の 上 部 が 開 口 部 に な っ て い る 。 こ の 開 口 部 に 蓋 １
０ Ｆ を 被 せ て 使 用 す る 。 容 器 本 体 の 側 面 壁 １ ０ Ｓ の 上 部 位 置 に は シ ョ ル ダ ー ベ ル ト １ ４ の
他 、 手 提 げ 用 の ハ ン ド ル １ ２ が 装 着 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル は 回 動 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
一 方 の 側 面 壁 １ ０ Ｓ の 下 部 位 置 に は 凹 部 が 形 成 さ れ て お り 、 こ こ に 以 下 に 説 明 す る 栓 体 ２
２ が 装 着 さ れ て い る 。 図 ２ は 前 記 凹 部 付 近 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。 そ の 栓 体 ２ ２ を 外 し 、 前
記 凹 部 と 並 べ て そ れ ら を 正 面 か ら 見 た 図 が 図 ３ で あ る 。 図 ２ の 矢 視 線 Ｄ － Ｄ に よ る 上 面 図
が 図 ４ で あ る 。 側 面 壁 １ ０ Ｓ と 底 面 壁 １ ０ Ｕ と の 交 差 部 分 が 凹 部 に 形 成 さ れ 、 該 凹 部 は 、
栓 体 ２ ２ が 装 着 さ れ て も 栓 体 頭 部 は 凹 部 内 に 引 っ 込 ん で い る 深 さ に 形 成 さ れ て い る 。 １ ０
Ｄ は 断 熱 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
側 面 壁 部 に は 貫 通 孔 が 形 成 さ れ て お り 、 こ こ に 挿 通 管 要 素 ２ ０ Ａ が 挿 入 さ れ 、 フ ラ ン ジ 部
２ ０ Ｆ を 有 す る 筒 部 材 ２ ０ Ｂ を そ の 外 周 に 嵌 合 さ せ 、 こ の 筒 部 材 を ナ ッ ト 部 材 ２ ０ Ｃ に よ
っ て 中 心 軸 線 方 向 に 押 圧 し て い る 。 こ の 例 で は こ れ ら ３ つ の 部 材 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ ， ２ ０ Ｃ
に よ っ て 挿 通 管 ２ ０ を 形 成 し て い る 。 こ の 挿 通 管 に よ っ て 容 器 の 内 部 と 外 部 と を 挿 通 さ せ
る 挿 通 孔 ２ ０ Ｈ を 形 成 し て い る 。 容 器 内 部 の 水 を 外 部 に 排 出 さ せ る に は こ の 挿 通 孔 を 通 し
て 行 う 。 ま た 、 図 示 を 省 略 し て い る が 、 挿 通 管 要 素 の フ ラ ン ジ 部 と 容 器 本 体 内 面 と の 間 に
パ ッ キ ン 部 材 が 設 け あ り 、 水 密 性 を 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 挿 通 孔 を 閉 塞 す る に は 栓 体 ２ ２ を 使 用 す る 。 栓 体 は 、 摘 み 部 と な る 摘 み 体 ２ ２ Ａ と 、
挿 通 孔 ２ ０ Ｈ に 圧 入 で き る 栓 部 ２ ２ Ｂ と を 有 し て お り 、 栓 部 の 先 端 段 差 部 に は Ｏ リ ン グ ２
３ を 装 着 し て い る 。 栓 体 を 外 し て 水 抜 き を 行 う 場 合 に 、 該 栓 体 が 紛 失 し な い よ う 、 栓 部 に
ネ ジ 止 め し た 紐 部 材 ２ ６ を 介 し て 抜 け 止 め 部 材 ２ ４ を 装 着 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
摘 み 体 は 有 底 の 筒 状 体 で あ る が 、 そ の 開 口 端 部 内 周 に 、 こ の 例 で は １ ８ ０ 度 離 隔 し た 位 置
に ２ 個 の 係 止 片 部 ２ ２ Ｋ が 径 方 向 に 突 出 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 前 記 筒 部 材 ２ ０ Ｂ の 外 周
部 に は 、 径 方 向 反 対 側 に ２ 箇 所 の フ ラ ン ジ 部 ２ ０ Ｆ を 形 成 し て い る 。 各 フ ラ ン ジ 部 の 間 は
互 い に １ ８ ０ 度 離 隔 し た 係 合 凹 部 ２ ０ Ｆ Ｋ と な っ て お り 、 前 記 栓 体 は 、 係 止 片 部 を こ こ に
整 列 さ せ る 相 対 位 置 関 係 に て 栓 部 ２ ２ Ｂ を 挿 通 孔 に 押 し 込 み 、 摘 み 体 を 摘 ん で 回 転 さ せ る
と 、 各 係 止 片 部 は 前 記 フ ラ ン ジ 部 と 窪 ん だ 側 面 壁 １ ０ Ｓ と の 間 に 侵 入 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 各 フ ラ ン ジ 部 の 裏 面 、 即 ち 、 窪 ん だ 側 面 壁 １ ０ Ｓ と 対 面 し て い る 側 の 面 は 、 こ の 例 で
は 、 操 作 す る 人 か ら み て 時 計 回 り 方 向 に 進 む に 従 っ て フ ラ ン ジ 肉 厚 が 漸 次 厚 く な る よ う に
な っ て お り 、 窪 ん だ 側 面 壁 １ ０ Ｓ に 近 づ く よ う に 傾 斜 し て い る 。 各 傾 斜 領 域 終 端 部 近 く に
は 停 止 部 ２ ０ Ｆ Ｔ が 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 栓 体 を 時 計 周 り 方 向 に 回 動 さ せ る と 前 記 係

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-238032 A 2004.8.26



止 片 部 は 前 記 傾 斜 面 ２ ０ Ｓ と 押 圧 し 合 い 、 押 圧 の 程 度 は 漸 次 強 く な る 。 こ の 例 で は 、 前 記
停 止 部 に 近 い 位 置 の 傾 斜 面 に は 、 凹 部 で あ る フ ラ ン ジ 部 側 係 合 部 ２ ０ Ｔ ’ を 設 け て お り 、
係 止 片 部 の 該 傾 斜 面 に 対 面 す る 面 に は 凸 部 で あ る 栓 体 側 係 合 部 ２ ２ Ｔ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
従 っ て 、 前 記 栓 体 の 回 動 に よ り 係 止 片 部 が 停 止 部 に 当 接 す る 前 に 、 栓 体 側 係 合 部 ２ ２ Ｔ が
フ ラ ン ジ 部 側 係 合 部 ２ ２ Ｔ ’ に 係 合 す る 。 こ の た め 、 節 度 感 が 感 じ ら れ 、 栓 体 の 締 め 込 み
が 終 了 し た こ と が 判 る 。 こ の 凹 部 と 凸 部 に よ る 係 合 深 さ （ 高 さ ） は 、 傾 斜 面 に よ る 挿 通 管
中 心 軸 線 方 向 の 位 置 変 化 量 に 比 べ て 小 さ く 、 栓 体 の 保 持 力 に は 大 き な 影 響 を 与 え な い 。 上
記 凹 部 と 凸 部 が 逆 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 停 止 部 ２ ０ Ｆ Ｔ は 、 栓 体 の 回 動 操 作 が 勢 い 余 っ
て 係 合 片 部 が 前 記 凹 部 と 凸 部 の 係 合 に よ っ て 停 止 し な い 場 合 に も 、 確 実 に 停 止 さ せ る た め
の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
栓 体 を 回 動 さ せ つ つ 締 め 込 ん だ 場 合 、 柔 軟 性 パ ッ キ ン 部 材 と し て の 既 述 の Ｏ リ ン グ ２ ３ は
、 挿 通 管 要 素 ２ ０ Ａ の 段 差 部 に 押 圧 さ れ る の み な ら ず 、 捩 ら れ る 。 従 っ て 、 締 め 込 み 終 了
時 に 前 述 の 凹 部 と 凸 部 の 係 合 に よ っ て 節 度 感 を も た ら し た 瞬 間 に 、 該 Ｏ リ ン グ の 押 圧 力 が
急 に 幾 分 低 減 さ れ 、 Ｏ リ ン グ の 捩 れ が 緩 和 さ れ る 。 こ の 時 、 Ｏ リ ン グ ２ ３ は 挿 通 管 要 素 ２
０ Ａ の 段 差 部 に 十 分 に 押 圧 さ れ て い る た め 、 両 者 が 密 着 し た 状 態 は 維 持 さ れ る 。 こ れ に よ
り Ｏ リ ン グ の シ ー ル 性 と 耐 久 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 こ の 例 で は 、 係 合 片 部 ２ ２ Ｋ を 係 合 凹
部 ２ ０ Ｆ Ｋ に 位 置 さ せ て か ら 概 ね ９ ０ 度 回 動 さ せ る だ け で 締 め 込 み が 終 了 す る 。 従 っ て 、
一 回 動 操 作 で 締 め 込 め る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 例 で は 、 係 合 片 部 や フ ラ ン ジ 部 は ２ 個 づ つ で あ っ た が 、 本 願 は こ れ に 限 ら ず 、 栓 体 の
回 動 操 作 が 一 操 作 で 可 能 な 範 囲 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
異 な る 形 態 例 に お い て 説 明 し た 各 事 項 は 、 特 に 矛 盾 の な い 限 り 、 他 の 形 態 例 に も 適 用 で き
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 一 操 作 で 栓 体 の 着 脱 が で き る 他 、 締 込 み
節 度 感 が 有 る と 共 に 、 パ ッ キ ン の 捩 れ を 防 止 で き る 保 冷 箱 の 提 供 が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 保 冷 箱 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の 要 部 断 面 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 栓 体 を 外 し た 状 態 を 挿 通 管 と 共 に 正 面 か ら 見 た 図 部 分 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ２ の 矢 視 線 Ｄ － Ｄ に よ る 部 分 上 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容 器 本 体 の 側 面 壁
２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 挿 通 管
２ ０ Ｆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ 部
２ ０ Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 傾 斜 面
２ ０ Ｔ ’ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ 部 側 係 合 部
２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 栓 体
２ ２ Ｋ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 係 止 片 部
２ ２ Ｔ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 栓 体 側 係 合 部
２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｏ リ ン グ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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